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注意事項：教科書，ノートなどは見ても構わないが，人に聞くのはダメ．裏面を使っても構いません．

問題 1. 関数 x(t) = log tが微分方程式
dx

dt
(t) = e−x(t) を満たす事を確かめよ．

問題 2. 全ての tについて
df

dt
(t) = 0ならば，f(t)は定数関数であることを用いて，微分方程式 t

d2x

dt2
(t) +

dx

dt
(t)− t = 0の一般解を求めよ．


